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谷崎潤一郎 新村出あてはがき 翻刻と解題 
≪

資
料
紹
介≫

 

【
大
阪
市
立
大
学
学
術
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
新
村
文
庫
所
蔵
資
料
紹
介
】 

     

大
阪
市
立
大
学
学
術
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
（
以
下
学
情
セ
ン
タ
ー
）
所
蔵
の

新
村
出
博
士
旧
蔵
書
（
新
村
文
庫
、
全
七
五
七
九
冊
）
の
中
の
一
冊
、『
王
朝
三

日
記
新
釈
』（
宮
田
和
一
郎
校
註
、昭
和
二
十
三
年
三
月
二
十
日
 
健
文
社
発
行
）

に
、
谷
崎
潤
一
郎
の
新
村
出
あ
て
は
が
き
が
、
の
り
付
け
さ
れ
た
状
態
で
挿
ま

れ
て
い
た
。
学
情
セ
ン
タ
ー
に
よ
れ
ば
、
受
け
入
れ
時
の
資
料
に
も
は
が
き
の

こ
と
は
記
載
が
な
く
、
こ
れ
ま
で
は
が
き
の
存
在
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と
は
な
い

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
書
簡
編
の
な
い
最
新
の
全
集(

１)

は
も
ち
ろ
ん
、
そ

の
前
の
愛
読
愛
蔵
版
全
集(

２)

の
書
簡
編
に
も
収
録
が
な
く
、
谷
崎
の
新
村
あ
て

書
簡
お
よ
び
新
村
の
谷
崎
宛
書
簡
を
ま
と
め
て
計
９
通
翻
刻
・
紹
介
さ
れ
て
い

る
細
江
光
「
第
15 
回
「
谷
崎
潤
一
郎
と
京
都
」
展
資
料
紹
介
(3)
」（『
芦
屋
市

谷
崎
潤
一
郎
記
念
館
ニ
ュ
ー
ス
No.

15
』
平
成
七
年
六
月
三
十
日
）
に
も
こ
の

は
が
き
は
入
っ
て
い
な
い
。
管
見
の
限
り
こ
れ
ま
で
公
開
さ
れ
た
こ
と
の
な
い

資
料
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
以
下
に
翻
刻
・
紹
介
し
写
真
を
掲
げ
る
。 

 

・
形
態
等 

谷
崎
か
ら
の
は
が
き
は
『
王
朝
三
日
記
新
釈
』
の
本
文
最
終
ペ
ー
ジ
（
二
二

四
ペ
ー
ジ
）
と
、
奥
付
ペ
ー
ジ
と
の
間
に
、
宛
名
面
の
右
端
を
の
り
し
ろ
に
、

の
り
付
け
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
宛
名
面
右
端
、
通
信
面
の
左
端
部
分
は

解
読
不
能
。
見
え
る
部
分
は
、
タ
テ
14
㎝
、
ヨ
コ
8.3
㎝
。
宛
名
面
は
「
郵
便
は

が
き
」
の
印
字
の
ほ
か
「
谷
崎
潤
一
郎
」
の
名
前
部
分
が
印
字
さ
れ
、
宛
名
や

差
出
元
住
所
は
墨
筆
。
切
手
に
「23.8.7

」
の
熱
海
の
消
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。

学
情
セ
ン
タ
ー
に
よ
れ
ば
、
挿
ま
れ
て
い
た
は
が
き
を
受
入
れ
時
に
の
り
付
け

す
る
と
い
う
措
置
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
の
本
を
受
入
れ
た
時
に
は
既
に

の
り
付
け
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

・『
王
朝
三
日
記
新
釈
』
へ
の
書
入
れ 

こ
の
『
王
朝
三
日
記
新
釈
』
本
体
に
は
、
墨
書
さ
れ
た
書
入
れ
等
が
複
数
あ

る
。
表
紙
に
は
、
こ
の
本
に
収
録
さ
れ
て
い
る
〈
三
日
記
〉
の
題
名
「
篁
日
記
」

「
平
中
日
記
」「
成
尋
母
日
記
」
が
墨
書
。
表
紙
ウ
ラ
に
「
昭
和
二
十
三
年
七
月

二
十
七
日
／
宮
田
氏
来
訪
寄
贈
／
新
村
出
」（
／
は
改
行
、
以
下
同
）
と
あ
り
、

そ
の
左
の
見
返
し
に
「
謹
呈
／
新
村
先
生
 
著
者
」
と
、
先
と
は
違
う
筆
跡
の

墨
書
。
こ
ち
ら
が
こ
の
本
の
著
者
（
校
註
者
）
宮
田
和
一
郎
の
筆
で
、
表
紙
ウ

ラ
は
新
村
出
自
身
の
筆
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。
奥
付
の
刊
行
日
（
三
月
二
十

日
）
か
ら
約
四
ヶ
月
経
っ
て
い
る
が
、
宮
田
が
直
接
新
村
を
尋
ね
た
機
会
に
寄

贈
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
扉
に
「
新
村
家
蔵
」
の
朱
印
、
扉
ウ
ラ
に
は
「
新
村

文
庫
」
の
黒
色
印
の
ほ
か
、
学
情
セ
ン
タ
ー
で
の
受
入
れ
時
の
も
の
と
思
わ
れ

る
受
入
れ
番
号
な
ど
の
青
色
印
、「44.3.31

受
」
と
い
う
受
入
日
付
の
黒
色
印

が
押
さ
れ
て
い
る
。 

本
文
５
ペ
ー
ジ
の
「
平
中
日
記
」
の
解
題
部
分
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
墨
書
で
「
本

谷
崎
潤
一
郎 

新
村
出
あ
て
は
が
き
 
翻
刻
と
解
題 

―

「
少
将
滋
幹
の
母
」
執
筆
準
備
に
関
連
し
て―

  

奥 

野 

久
美
子 
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朝
書
籍
目
録
」
と
い
う
箇
所
に
カ
ギ
カ
ッ
コ
、「
静
嘉
堂
文
庫
」
と
い
う
箇
所
に

波
線
、「
冷
泉
為
相
卿
〔
真
跡
〕」
部
分
に
傍
線
が
付
さ
れ
、
同
じ
解
題
中
の
８

ペ
ー
ジ
に
は
「〔
平
中
の
〕
墨
塗
の
話
」
と
い
う
箇
所
に
傍
点
が
４
つ
付
さ
れ
て

い
る
。三
日
記
の
本
文
中
に
は
書
き
込
み
が
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、「
成
尋
母
日
記
」

の
中
扉
ウ
ラ
に
「
岩
倉
」
と
書
か
れ
、
頁
数
が
７
種
類
書
か
れ
て
い
る
。
続
く

本
文
中
に
も
「
岩
倉
」
と
い
う
地
名
に
傍
線
が
あ
る
の
で
、「
成
尋
母
日
記
」
か

ら
、
岩
倉
と
い
う
地
名
を
抜
き
出
し
た
痕
跡
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
「
成
尋
母

日
記
」
の
末
尾
に
近
い
221
ペ
ー
ジ
で
「
蝶
の
飛
び
か
か
り
た
る
や
う
に
花
咲
く

も
の
な
り
け
る
」
と
い
う
箇
所
と
、
二
行
後
の
歌
の
一
部
分
「
こ
て
ふ
に
似
た

る
」
と
い
う
箇
所
に
、
そ
れ
ぞ
れ
朱
筆
で
傍
点
が
打
た
れ
て
い
る
。『
王
朝
三
日

記
新
釈
』
へ
の
書
入
れ
は
以
上
で
あ
る
。 

 

・
は
が
き
画
像 

〈
宛
名
面
〉 

 
〈
通
信
面
〉 

 

 

・
翻
刻 

【
凡
例
】 

〔
 
〕
内
は
翻
刻
者
注
記
。
改
行
は
は
が
き
本
文
に
従
う
。
削
除
は
一
重
線
で

示
し
、
削
除
に
代
わ
る
文
字
に
は
傍
線
を
付
し
た
。 

 
〈
宛
名
面
〉 

〔
右
端
確
認
不
能
〕 

中
溝
町
十
九 

新
村
出
先
生 
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熱
海
市
山
王
ホ
テ
ル
内 

 
 
 
別
荘
六
一
号 

 
 
 
 
谷
崎
潤
一
郎
〔
印
刷
活
字
〕 

 
 
 
八
月
八
七
日 

 

〈
通
信
面
〉 

残
暑
厳
敷
御
處
皆
々
様 

御
健
勝
の
御
事
と
存
上
候
當
地
は 

思
ひ
の
外
し
の
ぎ
よ
く
朝
夕
涼
風
満 

喫
、
夏
冬
共
に
よ
き
處
な
る
こ
と
を 

發
見
い
た
し
候
い
づ
れ
大
文
字
の
済
み
ま 

し
た
頃
に
帰
洛
拝
趨
可
仕
候
御
恩
借 

の
平
中
日
記
讀
了
、
篁
日
記
と
申
す
も 

の
も
中
々
面
白
く
存
ぜ
ら
れ
候
〔
＊
〕 

〔
左
端
確
認
不
能
〕 

＊
こ
の
行
は
の
り
し
ろ
部
分
に
か
か
っ
て
お
り
、
奥
付
ペ
ー
ジ
を
持
ち
上
げ
て

横
か
ら
の
ぞ
き
込
め
ば
部
分
が
読
め
る
と
い
う
状
態
の
た
め
、
推
定
含
む
。 

 

・
解
題 

ま
ず〈
宛
名
面
〉に
つ
い
て
、宛
先
住
所
は
右
端
が
読
め
ず
、「
中
溝
町
十
九
」

の
部
分
し
か
読
め
な
い
が
、
当
時
、
新
村
邸
が
あ
っ
た
（
現
在
は
新
村
出
記
念

財
団
が
あ
る
）、
京
都
市
北
区
の
小
山
中
溝
町
で
あ
ろ
う
。
消
印
と
谷
崎
自
身
の

書
い
た
日
付
か
ら
、
投
函
は
昭
和
二
十
三
年
八
月
七
日
。
谷
崎
は
昭
和
二
十
一

年
十
一
月
に
京
都
南
禅
寺
の
邸
宅
（
前
の
潺
湲
亭
）
に
転
居
し
て
い
た
が
、
二

十
三
年
年
初
に
は
熱
海
の
第
一
ホ
テ
ル
に
滞
在
、
友
人
の
土
屋
計
左
右
の
厚
意

に
よ
り
、
一
月
下
旬
か
ら
熱
海
の
山
王
ホ
テ
ル
内
に
あ
る
土
屋
の
貸
別
荘
に
移

っ
た(

３)

。
そ
の
後
京
都
と
熱
海
を
行
き
来
し
て
お
り
、
注（
２
）の
全
集
第
二
十

五
巻
所
収
の
こ
の
頃
の
書
簡
で
は
、
二
十
三
年
七
月
二
十
六
日
の
土
屋
計
左
右

あ
て
書
簡
（
全
集
書
簡
番
号
三
四
六
）
は
南
禅
寺
か
ら
の
も
の
で
、「
月
末
頃
よ

り
又
一
週
間
程
熱
海
に
参
り
候
間
」
と
あ
る
。
次
の
書
簡
（
同
三
四
七
）
は
八

月
九
日
、
熱
海
山
王
ホ
テ
ル
内
か
ら
西
田
秀
生
に
あ
て
た
も
の
で
、「
小
生
熱
海

に
ゐ
る
こ
と
ハ
誰
に
も
秘
密
に
願
上
候
今
月
末
に
帰
洛
拝
顔
可
致
候
」と
あ
る
。

九
月
四
日
（
同
三
五
〇
）
の
奥
村
冨
久
子
あ
て
書
簡
の
差
出
元
に
は
、
本
は
が

き
と
同
じ
「
別
荘
六
一
号
」
と
い
う
表
記
が
あ
り
、
本
文
中
に
は
「
十
日
ぐ
ら

ゐ
の
つ
も
り
で
参
り
ま
し
た
の
が
思
ひ
の
外
こ
ち
ら
が
涼
し
い
の
で
つ
い
長
く

相
成
」
と
あ
る
。
同
全
集
で
は
熱
海
か
ら
出
さ
れ
た
書
簡
は
九
月
四
日
の
も
の

（
同
三
五
一
、
嶋
中
雄
作
あ
て
）
ま
で
。
九
月
二
十
四
日
書
簡
（
同
三
五
二
、

根
津
清
治
あ
て
）
は
南
禅
寺
か
ら
と
な
っ
て
い
る
。
本
は
が
き
が
昭
和
二
十
三

年
八
月
七
日
に
熱
海
山
王
ホ
テ
ル
内
の
別
荘
六
一
号
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
以
上
確
認
し
た
こ
の
頃
の
谷
崎
の
動
き
と
合
致
す
る
。 

新
村
出
と
谷
崎
の
交
友
に
つ
い
て
は
、
先
掲
の
細
江
光
「
第
15 
回
「
谷
崎
潤

一
郎
と
京
都
」
展
資
料
紹
介
(3)
」
の
解
説
に
、「
谷
崎
と
は
、
昭
和
の
初
め
頃
、

上
京
途
中
の
寝
台
車
の
中
で
会
っ
た
の
が
初
対
面
だ
っ
た
が
、
本
格
的
な
交
遊

が
始
ま
る
の
は
、
戦
後
、
谷
崎
が
京
都
に
住
む
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
」

と
あ
る
。
谷
崎
が
「
当
世
鹿
も
ど
き
」（
注（
１
）全
集
第
二
十
三
巻
所
収
、
初
出

「
週
刊
公
論
」
昭
和
三
六
年
三
月
六
日
〜
同
年
七
月
二
四
日
）
で
新
村
と
の
出

83
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会
い
と
交
遊
を
語
っ
て
い
る
。は
が
き
の
前
年
昭
和
二
十
二
年
六
月
九
日
に
は
、

谷
崎
、
新
村
と
吉
井
勇
、
川
田
順
が
、
昭
和
天
皇
の
御
前
で
文
芸
を
語
る
会
を

行
っ
て
い
る
（
同
注（
３
）、
お
よ
び
谷
崎
「
忘
れ
得
ぬ
日
の
記
録
」
注（
１
）全

集
第
二
十
一
巻
所
収
）。
先
掲
細
江
光
氏
紹
介
の
新
村
・
谷
崎
書
簡
で
は
、
本
は

が
き
に
時
間
的
に
最
も
近
い
の
は
昭
和
二
十
二
年
十
二
月
三
日
付
の
新
村
か
ら

谷
崎
へ
の
書
簡
で
、
前
々
日
に
谷
崎
に
誘
わ
れ
能
楽
鑑
賞
を
し
た
こ
と
へ
の
礼

状
で
あ
る
。
同
じ
く
細
江
氏
紹
介
の
昭
和
二
十
六
年
二
月
二
十
五
日
、
谷
崎
の

新
村
あ
て
書
簡
で
は
、
単
行
本
『
少
将
滋
幹
の
母
 
乳
野
物
語
』（
昭
和
二
六
年

三
月
 
毎
日
新
聞
社
）
の
題
字
揮
毫
を
新
村
に
依
頼
し
て
い
る
。
後
述
の
と
お

り
、「
少
将
滋
幹
の
母
」
執
筆
の
際
に
新
村
か
ら
助
手
を
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
助

け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
依
頼
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

次
に
〈
通
信
面
〉
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
新
村
か
ら
借
り
た
『
王
朝
三
日
記

新
釈
』を
読
了
し
た
と
い
う
礼
状
で
あ
る
。『
王
朝
三
日
記
新
釈
』に
つ
い
て
は
、

谷
崎
自
身
が
以
下
の
と
お
り
言
及
し
て
い
る
。 

此
の
篁
の
日
記
は
、
最
近
、
と
云
つ
て
も
昭
和
二
十
三
年
に
宮
田
和
一
郎

氏
が
注
釈
を
加
へ
、
平
中
日
記
、
成
尋
母
日
記
と
併
せ
て
王
朝
三
日
記
新

釈
と
題
し
て
刊
行
さ
れ
た
の
を
、
私
は
始
め
て
読
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
巻

頭
の
解
題
に
依
る
と
、
此
の
書
は
従
来
三
部
の
写
本
が
あ
つ
た
の
み
で
、

宮
田
氏
が
昭
和
十
一
年
に
「
篁
物
語
」
と
し
て
公
け
に
す
る
迄
は
、
世
に

活
字
本
は
行
は
れ
て
ゐ
な
か
つ
た
や
う
で
あ
る
。
私
は
実
は
、
去
年
「
少

将
滋
幹
の
母
」
を
書
く
時
に
平
中
物
語
を
読
む
必
要
が
起
り
、
ち
や
う
ど

折
よ
く
此
の
三
日
記
注
釈
が
出
た
の
を
広
告
で
知
つ
て
取
り
寄
せ
た
の

で
あ
つ
た
が
、
私
の
興
味
は
平
中
日
記
よ
り
も
却
つ
て
篁
日
記
の
方
に
多

く
惹
き
付
け
ら
れ
た
。〔
中
略
〕
あ
り
て
い
に
云
ふ
と
、
私
は
少
将
滋
幹
を

書
き
つ
ゝ
あ
る
間
も
し
ば

く
此
の
日
記
の
こ
と
が
頭
に
浮
び
、
こ
れ
を

も
小
説
に
書
い
て
み
た
い
と
云
ふ
気
が
動
い
た
。
し
か
し
平
安
朝
を
背
景

に
し
た
物
語
を
二
つ
も
つ
ゞ
け
て
書
く
こ
と
も
如
何
で
あ
る
し
、
歴
史
物

は
史
実
や
故
実
を
調
べ
る
の
が
大
儀
な
の
で
、
何
と
な
く
躊
躇
し
て
ゐ
る

う
ち
に
い
つ
か
感
興
が
去
つ
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
が
、
ま
だ
此
の
日
記

は
さ
う
多
く
の
人
に
読
ま
れ
て
ゐ
な
い
や
う
に
思
へ
る
の
で
、
こ
ゝ
に
宮

田
氏
の
注
釈
を
参
考
に
し
て
荒
筋
を
述
べ
、
と
こ
ろ

〲
の
情
景
を
拾
つ

て
見
る
の
も
無
益
で
は
あ
る
ま
い
。（「
小
野
篁
妹
に
恋
す
る
事
」
昭
和
二

十
六
年
一
月
「
中
央
公
論
」、
初
出
題
「「
篁
日
記
」
を
読
む
」、
注（
１
）全

集
第
二
十
二
巻
所
収
） 

こ
の
引
用
か
ら
、
ま
ず
谷
崎
が
「
少
将
滋
幹
の
母
」
執
筆
の
た
め
に
『
王
朝

三
日
記
新
釈
』
所
収
の
「
平
中
日
記
」
を
参
照
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、『
王
朝
三
日
記
新
釈
』
は
そ
の
出
版
を
広
告
で
知
っ
て
自
ら
取
り
寄
せ
た

と
い
う
。「
少
将
滋
幹
の
母
」
執
筆
に
用
い
た
こ
と
や
、
数
年
経
っ
た
二
十
六
年

に
も
同
書
に
拠
っ
て「
小
野
篁
妹
に
恋
す
る
事
」を
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

谷
崎
が
新
村
か
ら
同
書
を
借
用
し
た
だ
け
で
な
く
、
私
蔵
も
し
て
い
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
で
は
な
ぜ
同
書
を
新
村
か
ら
借
り
た
の
か
。
推
測
を
試

み
れ
ば
、
後
述
の
よ
う
に
新
村
は
「
少
将
滋
幹
の
母
」
執
筆
に
際
し
谷
崎
が
史

実
を
調
べ
る
た
め
の
助
手
を
紹
介
す
る
な
ど
し
て
谷
崎
を
助
け
て
い
る
。
谷
崎

か
ら
何
ら
か
の
内
容
で
小
説
の
構
想
を
聞
い
て
い
た
新
村
が
、参
考
資
料
に
と
、

宮
田
和
一
郎
か
ら
贈
ら
れ
た
ば
か
り
の
同
書
を
熱
海
へ
行
く
谷
崎
に
持
た
せ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
先
述
の
と
お
り
新
村
が
宮
田
の
訪
問
を
受
け
同
書
を
寄
贈
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谷崎潤一郎 新村出あてはがき 翻刻と解題 

さ
れ
た
の
は
七
月
二
十
七
日
。
谷
崎
は
そ
の
前
日
二
十
六
日
の
書
簡
で
月
末
に

は
熱
海
に
行
く
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
出
発
直
前
に
新
村
に
会
っ
て
い
れ
ば
そ

の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
え
た
だ
ろ
う
。
同
書
の
奥
付
刊
行
日
が
三
月
二
十
日
で

あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
谷
崎
が
そ
れ
以
前
に
同
書
を
入
手
し
て
い
た
可
能
性

も
高
い
が
、
新
村
の
厚
意
に
応
え
て
読
後
の
感
想
を
書
い
た
礼
状
を
送
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
は
た
ま
た
広
告
で
知
っ
た
と
い
う
の
は
記
憶
ち
が
い
で
、
新

村
か
ら
の
教
示
で
初
め
て
同
書
の
存
在
を
知
り
、
後
か
ら
自
分
で
も
取
り
寄
せ

た
と
い
う
可
能
性
も
皆
無
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
谷
崎
が
こ
の
は
が
き
で
既
に
「
篁
日
記
と
申
す
も
の
も

中
々
面
白
く
存
ぜ
ら
れ
候
」と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、「
小
野
篁
妹
に
恋
す
る
事
」

の
記
述
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。 

「
少
将
滋
幹
の
母
」（
初
出
「
毎
日
新
聞
」
昭
和
二
四
年
一
一
月
一
六
日
〜
二

五
年
二
月
九
日
連
載
）は
、谷
崎
の
自
他
共
に
認
め
る
傑
作
の
一
つ
で
あ
る(

４)

。

同
作
を
収
め
る
注（
１
）全
集
第
二
十
一
巻
の
同
作
解
題
（
藤
原
学
執
筆
）
に
引

用
さ
れ
て
い
る
、
当
時
の
毎
日
新
聞
学
芸
部
副
部
長
、
山
口
廣
一
の
「
谷
崎
先

生
の
原
稿
」
と
い
う
文
章
に
よ
れ
ば
、
同
作
に
つ
い
て
、「
毎
日
新
聞
と
先
生
と

の
間
に
、
小
説
掲
載
の
お
約
束
が
出
来
た
の
は
、
そ
れ
〔
引
用
者
注
：
連
載
開

始
の
昭
和
二
十
四
年
十
一
月
十
六
日
〕
よ
り
一
年
半
以
上
も
前
の
、
た
し
か
昭

和
二
十
三
年
の
春
ご
ろ
の
こ
と
だ
つ
た
と
思
ふ
。」
と
あ
る
。
執
筆
時
期
に
つ
い

て
は
長
野
甞
一(

５)

が
「
昭
和
二
十
四
年
四
月
か
ら
同
年
十
月
ま
で
の
間
」
と
推

定
し
、
構
想
時
期
に
つ
い
て
は
明
里
千
章(

６)

が
「「
細
雪
 
下
巻
」
を
脱
稿
し
た

昭
和
二
三
年
五
月
頃
の
谷
崎
は
、
す
で
に
次
の
仕
事
に
向
か
っ
て
い
く
つ
か
の

構
想
を
も
っ
て
い
た
。」「
多
く
の
素
材
と
し
て
の
候
補
者
の
な
か
で
少
将
滋
幹
、

良
源
元
三
大
師
〔
引
用
者
注
：「
乳
野
物
語
 
元
三
大
師
の
母
」〕、
小
野
篁
の
三

人
に
絞
ら
れ
、
最
終
的
に
滋
幹
が
選
ば
れ
た
こ
と
に
な
る
。」
と
し
、
助
手
を
務

め
た
榎
克
朗
の
証
言
か
ら
、「
こ
の
と
き
（
昭
和
二
三
年
九
月
頃
）
す
で
に
、
谷

崎
の
中
で
は
か
な
り
の
部
分
ま
で
構
想
が
出
来
上
が
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
」

と
考
察
し
て
い
る
。 

そ
の
、
助
手
を
務
め
た
国
文
学
者
の
榎
克
朗
氏
に
よ
る
谷
崎
逝
去
時
の
追
悼

文
「
谷
崎
潤
一
郎
氏
と
「
少
将
滋
幹
の
母
」
の
こ
と
な
ど
（
追
悼
小
記
）」（
大

阪
学
芸
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
「
国
語
と
教
育
」
昭
和
四
一
年
一
月
）
に
は

以
下
の
よ
う
に
あ
る
。 

は
じ
め
て
谷
崎
潤
一
郎
氏
の
謦
咳
に
接
し
た
の
は
、
た
し
か
昭
和
二
十
三

年
九
月
十
六
日
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
ろ
私
は
京
大
大
学
院
（
旧
制
）

に
籍
を
置
い
て
、
国
文
研
究
室
の
最
末
席
を
汚
し
て
い
た
の
だ
が
、
主
任

教
授
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
沢
瀉
先
生
〔
引
用
者
注
：
沢
瀉
久
孝 

京
大
名
誉

教
授
〕
か
ら
、「
谷
崎
さ
ん
が
、
新
村
先
生
を
介
し
て
助
手
を
一
人
求
め
て

来
ら
れ
た
の
で
、
行
っ
て
み
て
は
ど
う
か
」
と
の
お
言
葉
を
頂
い
た
の
が

機
縁
で
あ
る
。 

こ
の
日
谷
崎
は
榎
氏
に
続
群
書
類
従
の
「
世
継
物
語
」
の
一
節
を
示
し
、
国

経
と
う
ら
若
い
北
の
方
と
の
間
に
子
供
が
あ
っ
た
か
な
か
っ
た
か
調
べ
て
ほ
し

い
、
と
依
頼
。
榎
氏
は
滋
幹
と
い
う
男
子
が
あ
っ
た
こ
と
を
見
つ
け
て
後
日
報

告
。
そ
の
よ
う
に
し
て
大
変
な
調
査
の
日
々
が
始
ま
っ
た
と
い
う
。 

先
述
の
よ
う
に
谷
崎
は
九
月
四
日
ま
で
は
熱
海
に
い
た
こ
と
が
確
実
で
、
そ

の
後
帰
洛(

７)

し
た
わ
け
だ
が
、
十
六
日
に
は
助
手
が
榎
氏
に
決
ま
っ
て
来
訪
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
帰
洛
後
す
ぐ
に
（
あ
る
い
は
熱
海
に
い
る
間
か
ら
書
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簡
で
）、
京
大
名
誉
教
授
（
当
時
は
既
に
京
大
を
退
官
）
の
新
村
に
助
手
の
紹
介

を
依
頼
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
二
人
の
関
係
を
考
え
る
と
、
や
は
り
七

月
末
に
新
村
が
谷
崎
に
『
王
朝
三
日
記
新
釈
』
を
貸
し
た
の
も
、
谷
崎
の
関
心

の
あ
り
処
を
聞
い
て
い
た
た
め
の
厚
意
だ
ろ
う
か
。 

最
後
に
、
谷
崎
が
「
少
将
滋
幹
の
母
」
の
構
想
を
練
る
際
『
王
朝
三
日
記
新

釈
』を
座
右
に
置
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、創
作
ノ
ー
ト
か
ら
も
わ
か
る
。

注（
１
）全
集
第
二
十
五
巻
所
収
の
創
作
ノ
ー
ト
「
潺
湲
亭
」(

８)

の
﹇
一
四
ウ
﹈

に
、
次
の
よ
う
な
箇
所
が
あ
る
。 

庭
に
菊
を
う
ゑ
し
こ
と
（
日
記
七
一
） 

逢
坂
と
い
ふ
仇
名
あ
り
し
こ
と
（
日
記
一
一
二
） 

平
中
と
国
経
と
の
贈
答
歌
（
日
記
七
三
） 

「
逢
坂
と
〜
」
を
除
く
二
つ
は
実
際
に
「
少
将
滋
幹
の
母
」
に
出
て
く
る
挿

話
で
あ
り
、「
七
一
」「
一
一
二
」「
七
三
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
王
朝
三
日
記
新
釈
』

の
「
平
中
日
記
」
で
、
当
該
挿
話
が
書
か
れ
て
い
る
ペ
ー
ジ
数
と
一
致
す
る
。

七
一
ペ
ー
ジ
は
「
平
中
日
記
」
の
第
九
段
、
前
栽
に
菊
を
植
え
て
い
た
と
あ
る

段
。
一
一
二
ペ
ー
ジ
は
同
第
三
十
四
段
で
、
厳
密
に
は
「
逢
坂
と
ぞ
つ
け
た
り

け
る
」
と
い
う
一
節
は
一
一
〇
ペ
ー
ジ
に
あ
る
が
、
一
一
二
ペ
ー
ジ
も
そ
の
第

三
十
四
段
の
後
半
部
分
で
あ
る
。
七
三
ペ
ー
ジ
は
同
二
十
一
段
で
、
谷
崎
の
メ

モ
の
と
お
り
国
経
と
平
中
の
贈
答
歌
の
段
で
あ
る
。 

谷
崎
が
こ
の
よ
う
に
「
少
将
滋
幹
の
母
」
構
想
・
執
筆
時
に
用
い
た
宮
田
和

一
郎
校
註
『
王
朝
三
日
記
新
釈
』
は
、
同
書
を
谷
崎
が
私
蔵
す
る
前
か
後
か
は

不
明
だ
が
、
新
村
出
か
ら
も
谷
崎
に
貸
し
出
さ
れ
て
い
た
。
谷
崎
の
代
表
作
の

一
つ
「
少
将
滋
幹
の
母
」
に
深
く
か
か
わ
り
、
谷
崎
本
人
も
一
度
は
手
に
し
た

そ
の
書
が
、
谷
崎
か
ら
の
礼
状
を
挿
ん
だ
ま
ま
新
村
文
庫
に
眠
っ
て
い
た
わ
け

で
あ
る
。 

 【
注
】 

(

１) 

『
谷
崎
潤
一
郎
全
集
』（
全
二
十
六
巻
、
平
成
二
七
〜
二
九
年
 
中
央
公
論
新
社
） 

(

２) 

『
谷
崎
潤
一
郎
全
集
』（
全
三
十
巻
、
昭
和
五
六
〜
五
八
年
 
中
央
公
論
社
）。〈
愛
読

愛
蔵
版
全
集
〉
の
呼
称
は
注（
１
）の
全
集
凡
例
に
従
う
。 

(

３) 

注（
１
）の
全
集
第
二
十
六
巻
「
年
譜
」
に
よ
る
。
谷
崎
の
一
月
二
十
三
日
付
書
簡
（
増

田
徳
兵
衛
あ
て
）
に
よ
れ
ば
、
別
荘
に
移
っ
た
の
は
一
月
二
十
日
。 

(

４) 

「
谷
崎
文
学
の
あ
ら
ゆ
る
要
素
の
綜
合
で
あ
り
、最
高
の
結
晶
」（
亀
井
勝
一
郞「『
少

将
滋
幹
の
母
』
覚
書
」
／
『
谷
崎
潤
一
郎
読
本
』（
文
藝
・
臨
時
増
刊
）
昭
和
三
一
・

三
 
河
出
書
房
）、「
い
つ
た
い
こ
の
作
品
は
、
原
作
者
と
し
て
も
好
き
な
小
説
の
一

つ
で
、
今
で
も
折
々
読
み
返
す
こ
と
が
あ
る
」（「「
少
将
滋
幹
の
母
」
再
演
に
つ
い

て
」
昭
和
三
三
年
一
一
月
新
橋
演
舞
場
「
東
を
ど
り
」
筋
書
に
掲
載
。
注（
１
）全
集

第
二
十
三
巻
所
収
）。 

(

５) 

長
野
甞
一
『
谷
崎
潤
一
郎―

―

古
典
と
近
代
作
家
』（
昭
和
五
五
年
 
明
治
書
院
） 

(

６) 

明
里
千
章
『
谷
崎
潤
一
郎
 
自
己
劇
化
の
文
学
』（
平
成
一
三
年
 
和
泉
書
院
） 

(

７) 

小
谷
野
敦
『
谷
崎
潤
一
郎
伝―

―

堂
々
た
る
人
生
』（
平
成
一
八
年
 
中
央
公
論
新

社
）
三
四
八
頁
に
は
「
九
月
七
日
頃
帰
洛
」
と
あ
る
。 

(

８) 

同
巻
解
題
（
千
葉
俊
二
・
荒
川
明
子
執
筆
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
潺
湲
亭
」
と
題
さ

れ
た
ノ
ー
ト
は
、
前
半
は
「
細
雪
」
の
た
め
の
ノ
ー
ト
と
し
て
戦
前
か
ら
使
わ
れ
、

後
半
は
昭
和
二
十
二
年
一
月
か
ら
二
十
四
年
の
「
少
将
滋
幹
の
母
」
執
筆
ま
で
使
用

さ
れ
た
創
作
ノ
ー
ト
で
あ
る
。 

 
※
新
村
文
庫
の
『
王
朝
三
日
記
新
釈
』
に
谷
崎
か
ら
の
は
が
き
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
国
語
国
文
学
専
修
の
山
本
真
由
子
先
生
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
ご
教
示
下
さ
り
、
翻
刻
紹
介
を
稿
者
に
お
任
せ
く
だ
さ
い
ま

し
た
山
本
先
生
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

（
お
く
の
 
く
み
こ
・
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
准
教
授
） 
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